
■
応
援
し
た
い
自
治
体
へ
の
寄
附

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
応
援
し
た
い

都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
の
自
治
体
に
、
寄

附
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
寄
附

先
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
故
郷
で
あ
る
必
要

は
な
く
、
思
い
入
れ
の
あ
る
ま
ち
や
知
り
合

い
の
住
む
ま
ち
な
ど
を
、
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
納
税
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
自
治
体
へ
の
「
寄
附
」
制
度

で
、
自
治
体
に
寄
附
す
る
こ
と
で
、
住
民
税
・

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
定
額
以
上
の
寄
附
を
行
っ
た

方
に
対
し
て
、
そ
の
地
域
の
特
産
品
な
ど
を

贈
る
返
礼
品
制
度
が
、
多
く
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
治
体
に
と
っ
て
貴
重

な
財
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
治
体
の

魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
制
度
で
す
。

■
桂
川
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

桂
川
町
で
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
「
桂
川
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
と
し
て

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
、
１
万
円
以
上
寄
附
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
対
し
て
返
礼
品
を
贈
る
体
制
を

整
え
る
な
ど
、
内
容
を
一
新
さ
せ
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
返
礼
品
は
、
寄
附
金
額
に
応
じ

て
20
種
類
。
桂
川
町
の
特
産
品
で
あ
る
お
米

や
イ
チ
ゴ
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
度
、
桂
川
町

の
特
産
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
し
ょ
う
が

の
佃
煮
」
や
「
王
塚
古
墳
マ
ド
レ
ー
ヌ
」
も
用

意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
合
鴨
家
族 

古
野
農
場
」「
や
ま
す

い
」「
和
菓
子
司 

や
ぶ
れ
屋
」
な
ど
、
地
元
で

活
躍
す
る
団
体
や
店
舗
か
ら
の
提
供
も
あ
り
、

充
実
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　

◇

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、
桂
川
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
桂

川
町
外
に
お
住
い
の
ご
家
族
や
ご
友
人
に
桂

川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▲6月23日に行われた桂川町ふるさと納税内覧会では、返礼品に
設定された商品などが展示されました。会場の様子はテレビでも
紹介され、桂川町のふるさと納税の期待が高まっています。

一部紹介

いちご

桂川町特産品の甘くて大
きないちごです。「紅ほっ
ぺ」または「あまおう」
のいずれかをお送りしま
す。

【けいせんとれたて村】
お米としょうがの佃煮

農産物直売所「けいせん
とれたて村」の安全で良
質なお米と、テレビでも
紹介され大人気のしょう
がの佃煮のセット。

【けいせんとれたて村】
合鴨米

水田に合鴨を放し、化学
肥料や農薬を一切使わな
い「合鴨農法」の第一人
者として知られる古野農
場の合鴨米です。

【合鴨家族 古野農場】

桂川町ふるさと応
援寄附金の返礼品
の 一 部 を ご 紹 介。
詳細はリーフレッ
トをご覧ください。

返礼品

桂川町のふるさと納税

今年度から
リニューアル！

「桂川町を応援したい」という気持ちに応えます

連日、テレビや新聞を賑わせている「ふるさと納税」。
今回はふるさと納税制度の概要と、今年度からリニューアルした桂川町の
ふるさと納税についてお知らせします。

【申込・問合先】企画財政課 企画広報係　☎６５・１０８５
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